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要旨

　現在，韓国では組織的に「障害児統合保育」に取り組み，「韓国型インクルーシブ保育」を発展させている．韓国の実践

事例から日本のインクルーシブ保育を検討するために，「多様性を保障するインクルーシブ保育を考える」第 2回シンポジ
ウム（2023年 1月 28日）が開催された．本シンポジウムでは，現在，韓国で行われている障害児統合保育の実践の報告と，
その中核を担ってきた全国障害児統合オリニジップ協議会が行なってきた活動とその意味について報告された．また，統合

保育を支える保育者の専門性を確保するために韓国で行われている保育養成課程についても報告された．韓国の統合保育な

らびに障害児保育運動から，日本の保育の課題についての示唆が得られたと思われる．
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専門オリニジップも存在している．こうした現状の中，

韓国では，障害児の統合保育の認識を改め，専門的なケ

アと教育を行うために園長と保育者，父母などが，障害

児統合保育の活性化を目指して多様な取り組みを展開し

ている．

　その中核を担ってきた組織の 1つに全国障害児統合
オリニジップ協議会がある．全国障害児統合オリニジッ

プ協議会（以下，協議会と呼ぶ）とは，統合保育を実践

する園の園長が立ち上げた組織である．ここでは，職員

の研修や父母教育だけでなく，保護者からの要望を吸い

上げ，行政に訴えかけたり，統合保育改善のために必要

な制度の構築を目指し国に働きかけたりしている．この

ように韓国では，園長らが組織的に障害児保育運動を展

開し，現在の統合オリニジップの内容を作ってきた．そ

して現在は，障害のある子とない子が一緒に教育を受け

るインクルーシブ保育が展開されている．しかし，それ

は完成形ではなく，常に，組織的な保育運動とともに，

より良い保育を追い求めている．

　本シンポジウムの趣旨は，韓国のインクルーシブ保育

の最新動向と全国障害児統合オリニジップ協議会の活動

の報告から，多様性を保障するインクルーシブ保育の展

開について検討することである．また，韓国の障害児保

育士養成課程の報告から，インクルーシブ保育を実践し

ていく上で求められる専門性について検討することであ

る．

3．報告内容
1）韓国の障害統合保育1）の現状と全国障害児統合オリ

ニジップ協議会の役割

柳　美姫

（区立ブアム保育園園長・全国障害児統合オリニジップ協

議会顧問・元全国障害児統合オリニジップ協議会会長）

（1）韓国の障害教育・保育関連制度

　韓国の幼児教育・保育制度は，日本と同様に教育と保

育が二元化している．障害児オリニジップ（日本でいう

保育所）は保健福祉部（日本でいう厚生労働省）が，幼

稚園は教育部（日本でいう文部科学省）が管轄してい

る．管轄が異なることで，適用法や，教師 1人あたり
の子どもの割合，教師の資格，給与などが異なる（表

1）．
　なかでも，保育者 1人に対する子どもの割合は，オ

１．はじめに
　インクルーシブ教育とは，すべての学習者の多様な

ニーズに対応し，共生社会という目標の達成に貢献する

プロセスである（UNESCO，2020）．1994年スペイン
のサラマンカにおいて，「特別なニーズ教育に関する世

界会議」が開催され，「特別なニーズ教育における原則，

政策，実践に関するサラマンカ声明ならびに行動の枠組

み」（以下，「サラマンカ声明」と呼ぶ）が採択された．

サラマンカ声明では，「インクルージョンと参加こそ，

人の尊厳や人権の享受と行使にとって必須のものであ

る」と宣言している．それを実現する方法の 1つがイ
ンクルーシブ教育である．サラマンカ声明では，すべて

の人が，子どもの教育を受ける基本的権利を享有し，特

別な教育的ニーズをもつ子どもたちが通常の学校にアク

セスできるよう多様なニーズを考慮に入れた教育システ

ム，教育計画を実施することを確認した．また，すべて

の政府に対し「個人差もしくは個別の困難さがあろう

と，すべての子どもたちを含めることを可能にするよう

教育システムを改善することに，高度の政治的・予算的

優先性を与えること」と，「通常の学校内にすべての子

どもたちを受け入れるという，インクルーシブ教育の原

則を法的問題もしくは政治的問題として取り上げるこ

と」などを要求し，勧告している．

　サラマンカ声明でインクルーシブ教育の重要性が提言

されてから 30年余り経ち，これまで多くの実践や研究
がなされてきた．しかし，すべての子どもを排除せず，

かつ全ての子どもの多様性を保障する保育の実現は容易

な道ではない．

　現在，韓国では組織的に「障害児統合保育」に取り組

み，「韓国型インクルーシブ保育」を発展させている．

韓国の実践事例から日本のインクルーシブ保育を検討す

るために，「多様性を保障するインクルーシブ保育を考

える」第 2回シンポジウム（2023年 1月 28日開催）
を企画した．ここでは，本シンポジウムの企画者・コー

ディネーターとして，シンポジウムの報告と若干の考察

を行う．

2．シンポジウムの趣旨
　韓国では 2008年の国連障害者権利条約の批准をきっ
かけに，障害児保育分野で統合保育が進められている．

しかし，完全に統合保育が実施されているわけではな

く，現状は，重度の障害児だけが通う分離保育の障害児
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準」に基づき，1号俸からスタートで，初任給が
1,911,700ウォン（約 19万千円）（2022年基準）であ
る．また，手当に関しても，幼稚園では，すべての手当

の総額が 66万ウォン（約 6万 6千円）であるのに対し，
オリニジップでは 40万ウォン（約 4万円）である．こ
のように，同じ幼児特殊教師であっても給与や手当に差

が出る背景には，管轄によって，特殊教師人件費の支援

が異なっているためである．幼稚園では，教師の人件費

が 100%支援される．一方，オリニジップでは教師の人
件費のうち 80%が国からの支援で，残りの 20%はオリ
ニジップが負担する．

　同様に，管轄の違いは，補助教師支援，教材教具費支

援，運営のための政府支援金なども違ってくる．例え

ば，教材教具支援に関しては，幼稚園では 1クラス当
たり 300~500万ウォン（約 30万～ 50万円）補助され

リニジップは 3人，幼稚園は 4人である．特に教師の
資格に関して，幼稚園では，幼児特別教師（特殊教育専

攻学士）が配置される．オリニジップでは，「障害者福

祉支援法」に基づき，満 3歳以上の障害児がいるクラ
スは，特殊教師及び障害乳幼児保育教師 2人当たり 1
人以上は幼稚園課程の特殊教師を配置することが定めら

れている．オリニジップでは幼児特殊教師が補充できな

いため，障害児保育士という別の資格（障害乳幼児保育

教師，障害児専担教師（特殊教師，障害乳幼児保育教

師，障害専担保育教師等））がある．補充できない要因

として，同じ幼児特殊教師でも，幼稚園とオリニジップ

によって給与や手当に差があることが挙げられる．幼稚

園では，特殊教師 1号俸加算 10号俸からスタートで，
初任給が月 2,117,500ウォン（約 21万千円）であるの
に対し，オリニジップでは「保育教職員人件費支給基

表 1　韓国の障害教育・保育関連制度（オリニジップと幼稚園との比較）

区分 オリニジップ 幼稚園
管轄 • 保健福祉部（厚生労働省に当たる） • 教育部（文部科学省に当たる）

根拠法律 • 「乳幼児保育法」 「障害者福祉支援法」 • 「障害者等に対する特殊教育法」

教師配置
• 障害児専担教師（特殊教師，障害乳幼児保育教師，

障害専担保育教師等）障害児 3 名につき 1 名
• 障害児 4 名につき幼児特殊教師 1 名

教師資格

• 幼児特殊教師，障害乳幼児保育教師
• 「障害者福祉支援法」に基づき，満 3 歳以上の障

害児がいるクラスの特殊教師及び障害乳幼児保育
教師 2 名当たり 1 名以上は幼稚園課程の特殊教
師を配置

• 幼児特別教師（特殊教育専攻学士）

手当

• 幼児特殊教師 40 万ウォン（4 万円）
• 障害乳幼児保育教師／特殊教師 30 万ウォン（3

万円）

• 定額給食費 14 万ウォン（1 万 4 千円），教職手当
25 万ウォン（2 万 5 千円）

• 特殊教師 7 万ウォン（7 千円）， 担任 13 万ウォン（1
万 3 千円），教材研究費 7 万ウォン（7 千円）

給与（月）
• 「保育教職員人件費支給基準 」に基づき，1 号俸

からスタート（2020 年基準 1,911,700 ウォン〔約
19 万円］）

• 特殊教師 1 号俸 加算 10 号俸からスタート
• 2,117,500 ウォン（約 21 万円）

保育及び 教育日数 • 祝日を除く年中無休（07:30 ～ 19:30）
• 乳児保育課程：週 4 日　年 145 日
• 幼児保育課程：週 5 日　年 81 日

勤務時間 • 平日 8 時間 • 昼休みを含む 8 時間

補助教師
• 障害児を 3 名以上保育する障害児専門／統合オリ

ニジップに各 1 名支援（障害児が 3 名増加するご
とに 1 名ずつ追加支援）

• 特殊教育補助人配置
• 放課後は特殊終日制（保育教師 2 級以上）教師別

途配置
補助教師支援時間 • 1 日 4 時間（月～金　週 20 時間） • 幼稚園登園から降園まで支援

管理監督及び評価
• 障害児保育プログラムの内容及びその運営管理監

督機関なし
• 教育庁担当役員等がプログラム内容，運営・管理

監督
特殊教師人件費支援 • 教師人件費 80% 支援（20% オリニジップ 負担） • 教師人件費 100% 支援

教材教具支援
• クラス当たり 100 万ウォン（10 万円）以下（地方費） • クラス当たり 300 ～ 500 万ウォン（30 万～ 50

万円）
通学支援 • 保護者が別途負担 • 通学支援全面無料，通学車両支援及び通学費支援

（出典：柳（2022）．シンポジウム発表資料より転載 . チョウ・ユンキョン（2014），クォン・ミキョン（2016），パク・チャンヒョン
他（2020），教育部（2021），保健福祉部（2021）内容を柳（2022）が再構成）
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　「障害児専門オリニジップ」は 178ヶ所で，分離教育
または逆統合を実施している．また，特殊学校幼稚園お

よび幼稚園特殊学校などでは，特殊学級を前提に分離教

育または部分統合を実施している．これに対し，統合オ

リニジップは 1.317ヵ所で完全統合（フルインクルー
ジョン）を実施している．オリニジップの障害乳幼児は

11,842人（2021年度）で，幼稚園に通う特殊教育対象
者より 4,537人増加している．これは，完全統合（フル
インクルージョン）が優先して選択されているといえ

る．

　このような完全統合（フルインクルージョン）で定着

した統合オリニジップは，1996年に教師対子どもの比
率が 1対 5で始まり，2006年度からは 1対 3へと質的
向上を図っている．最近では学級ごとに補助教師を配置

している．

　障害児保育は，統合オリニジップが障害児専門オリニ

ジップより増加傾向にあり，地方より大都市であるソウ

ルと京畿道に集中しており，全国の約 80%程度を占め
ている（ソウル：統合オリニジップ 400ヶ所：障害児
専門オリニジップ 10ヶ所）．
　また，政府政策によりほとんどの国公立オリニジップ

で，完全統合（フルインクルージョン）を実施し（委託

時に反映），インセンティブなどを与えているが，障害

乳幼児保育教師で代用するなど，特殊教師の配置は難し

い状況である．

　障害児統合オリニジップに通う障害乳幼児が多く，な

おかつ障害乳幼児は義務教育対象であるにもかかわら

ず，管轄する省庁の二元化体系により，教師配置や資

格，障害児支援金などに差が生じている．この機関によ

る差別化をきっかけとして，国に幼保統合による管轄部

るのに対し，オリニジップでは，1クラス当たり 100万
ウォン以下（約 10万円以下）である （地方費による）．
　また，幼児特殊教師の処遇だけではなく，保護者の負

担や保育の質にも関係してくる．

　通学のための支援について，幼稚園では通学車両の支

援や通学費が支援されるため全面無料である．一方，オ

リニジップは保護者が別途負担しなければならない．

　保育の質に関することでは，補助教師の加配にも違い

がある．幼稚園では，幼稚園登園から降園まで特殊教育

補助人が配置され支援を行う．放課後は特殊終日制教師

（保育教師 2級以上）が別途配置される．一方，オリニ
ジップでは，障害児を 3人以上保育する障害児専門オ
リニジップ，統合オリニジップに各 1人（3人増加する
ごとに 1人追加）が配置される．支援時間は，1日 4時
間（週 20時間）である．保育者の負担軽減にも差がみ
られる．

　また，保育内容に関する管理監督及び評価について

も，幼稚園では，教育庁担当役員等が障害児保育プログ

ラムの内容，運営・管理監督について評価するが，オリ

ニジップでは，障害児保育プログラムの内容及びその運

営管理監督をする機関がない．

　このように，管轄の違いが障害児保育の運営に大きく

影響している．

（2）韓国の障害統合保育・教育の現状

　韓国の障害児保育・教育の機関は 4つある．障害児
オリニジップでは，障害児を 12人以上保育する「障害
児専門オリニジップ」と障害児を 3人以上保育する「統
合オリニジップ」がある．教育部傘下では，特殊学校幼

稚園および幼稚園特殊学校がある．

表 2　障害児保育 • 教育の現状

（出典：柳（2022）．シンポジウム発表資料）
（出典：柳（ ）シンポジウム発表資料）

表 障害児保育· 教育の現状
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　オリニジップの運営は 16時までは基本教育，19時
30分までは午後延長保育，21時 30分まで夜間延長保
育を行っている．教職員は 24人で，内訳は一般保育教
師 7人，障害乳幼児保育教師 2人，特殊教師 2人，障
害補助教師 4人，言語治療士 1人，延長保育教師 4人，
調理師 2人，そして園長である（表 3）．
　A園の学級構成は 1歳から 5歳までの年齢ごとに各 1
クラス，計 5クラスある（2022年現在）．健常児が 73
人，障害児が 12人在籍しており，障害児は 1歳クラス
を除く全てのクラスに在籍しているため，2歳から 5歳
クラスまでは障害統合クラスを運営している．障害種類

はダウン症，自閉症など多様である．各クラスには一般

保育教師，障害乳幼児保育教師または特殊教師，そして

ハーフタイムの補助教師が配置されている．

①運営の重点

　A園で障害児統合保育を運営する際に重視するのは，

署の一元化を要求している．2025年度には法律の一部
の効力を保持した幼保統合一元化を実施する予定であ

る．

（3）障害児統合保育プロセスの事例（A 統合オリニジップ）

　実際にどのように保育が行われているのか，A統合オ
リニジップの実践事例から紹介する．

　A統合オリニジップ（以下，A園と呼ぶ）はソウル市
に位置し，1998年に開園，2001年度に障害児統合保育
を開始した．A園の特性化プログラムとして，障害統合
プログラムと森教育を実施している．園目標は「私たち

は共に幸せに成長し，発展していきたい，違っても」で

あり，この保育園の運営価値を職員が共有している．

　建物の特徴の 1つに，各クラスに設置された「想像
の家」がある（図 1）．障害児のための空間に配慮し設
計した．適応初期や辛い時に心理的な安定の空間となる

よう教室内に小さな半密閉空間がある．

出典：柳（ ）シンポジウム発表資料）

表３ 教職員配置人数表 3　教職員配置人数

（出典：柳（2022）．シンポジウム発表資料）

表 4　A 統合オリニジップ　幼児定員　　　　　（2022 年現在）

表４ 統合オリニジップ 幼児定員 年現在

（出典：柳（ ）シンポジウム発表資料）
（出典：柳（2022）．シンポジウム発表資料）

図 1　想像の家（心理的安定のための空間）（出典：柳（2022）．
シンポジウム発表資料）
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　「教授・支援」方法とは，1人が教授し，1人は支援
する教授方法である．「ステーション」教授法とは，複

数のプログラムを交互に支援する教授方法である．「代

替教授」とは，集団の大きさを大グループと小グループ

に分けて指導する方法である．これらの方法を一日の日

課に合わせて，一般保育教師と障害乳幼児保育教師が状

況に応じて多様に適用している．

③個別化教育計画案（I.E.P.）の立案

　障害のない子どもと一緒に生活を送る障害児に対し

て，特殊教師がしなければならない最も重要かつ最初の

役割は，障害児の発達に合わせて目標を立てることであ

る．具体的には，個別化教育計画案（Individualized 
Education Plan/Program=I.E.P）の立案である．個別
化教育計画案（以下，I.E.P.と呼ぶ）の様式は機関に
よって多少異なるが，これは A園の I.E.P.である．
　I.E.P.とは，各幼児が持つ個人差や障害による発達上
の個人差により，単一の教育課程では個別のニーズを満

たすことができないため，各幼児の発達に適切なプログ

ラムを計画・実施するものである（ソン・ヨンソン，

ユ・ミヒ，ベ・ソンヒョン，チョ・キョンソ，2017）．
I.E.P.は，乳幼児の現状レベル，長期目的・短期目標，
一般教室活動の参加のための計画，乳幼児が受けている

特殊教育関連サービス，教育開始日と教育期間，教育プ

ログラム責任者，教育配置形態，目標達成基準と評価手

順などを構成要素とする（ソンら，2017）．
　まず，保護者を含む個別化教育支援チーム（園長，主

任，一般保育教師，障害児担当教師，保護者）を構成

し，幼児基本情報，統合教育支援計画について，構成員

全てが同意を得て計画が立案される．

　「幼児の現状レベルの概要と発達状況」（表 5）には，
5つの領域による強みと指導が必要な点を記録する．5
つの領域とは，適応行動，社会性，コミュニケーショ

ン，認知，運動性である．

　例えば，社会性の「社会秩序ルール」の場合，強みと

して「要求に応じておもちゃを整理する．」「要求される

と，与えられた指示に反応する．」など現在できること

を記録する．一方，指導が必要な点として，「一日の生

活の中で，自分がやるべきことを大人の指導のもとで試

すことができるよう支援が必要である．」と記録をする．

　コミュニケーションの「言語表現」であれば，強みと

して「2-3単語以上の文章で話すことができる．」「大人

以下の 3点である．
a．障害のある親との コミュニケーション（月 1回の親
自助会）

b．ポジティブ行動支援（Positive Behavioral Support）
の適用

c．保護者に対する反偏見教育
　まず，a．について，障害児の保護者と連携するため
にコミュニケーションを重視しており，月 1回の集ま
り（親自助会）は 20年間継続している．
　次に，b．について，障害児の多くに不適応行動がみ
られるため，問題行動予防と社会性増進のために 4段
階の教授ピラミッドである「ポジティブ行動支援」プロ

グラムを適用している．

　最後に，c．について，障害のない児童と保護者の障
害者に対する意識改善のために反偏見教育を実施してい

る．

②教師のタイプに応じた協力モデル

　A園では障害児統合保育実践において最も重要視して
いることが，「教師の協力」に関するものである．完全

統合（フルインクルージョン）は物理的にも統合されて

いる．このとき教師の協力が統合保育成功の主な要因と

なる．そのため，様々な協力モデルを講じている．協力

モデルには，集団と責任を同時に行う「チームティーチ

ング」，同じプログラムを二つの集団に分けて行う「平

行教授」，「教授・支援」「ステーション」「代替教授」が

ある．

図 2　ポジティブ行動支援（Positive Behavioral Support）幼児
の社会的能力支援と問題行動防止のための教授ピラミッ
ド（出典：柳（2022）．シンポジウム発表資料）

３次

強力な個別化され
たサポート

次 小集団社会感情的
教授支援

次 学級次元の普遍的な支援

１次 児童、家族、同僚との肯定的な関係性

図２ ポジティブ行動支援（ ）幼児の社会的能力支

援と問題行動防止のための教授ピラミッド（出典：柳（ ）シンポジウム発

表資料）
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ンプルでは，「20以上の数を数えることができる」「箸
とスプーンの使い方を調節できる」「友達との関わりを

増やす」と記録されている．

　次に，5つの領域の「強み」「指導が必要な点」を踏
まえ，一学期に達成すべき領域別長期目的及び短期目

標，その目標を達成するための指導状況，毎月の遂行度

評価を記録する（表 6）．
　例えば，「適応行動」領域では，長期目的として「1．
カトラリーを使って食べることができる．」と立てた場

の 2-3単語の文章を真似して話す．」「驚き，怒りなどの
感情言語を使う．」と現状の概要を記録する．同様に，

指導が必要な点として「大人の手を引っ張るなどの動作

で要求や意図を表現することがあり，「3語の文章で表
現できるように支援が必要．」「慣れ親しんだ感情表現以

外の感情表現を知る必要がある．」など支援が必要なこ

とを記録する．

　この「幼児の現状レベルの概要と発達状況」の最後の

欄には，「保護者からの要求事項」を記録する．このサ

（出典：柳（2022）．シンポジウム発表資料を元に筆者が作成）

幼児名 △△△ 性別 男 生年月日 2015年 11月 18日 作成日 2022年 9月 2日
幼児現状レベルの概要と発達状況
強み 指導が必要な点

適応行動 食事スキル

カップで水を飲む
食盤やカトラリーを所定の位置に並べることがで
き，正しく握って着席を維持することが要求でき
る．

様々なおかずを食べる経験が必要である．
カトラリーを使用して食べるときに洗練された使い方
をしようとすることが必要である．

着脱のスキル
服，靴下，靴などを着脱する．
靴の部分をはめたり外したりする．
左右を区別して靴を履く．

衛生および
トイレの使用

便器を使用し大便を見る．
手を洗って拭く．
一人で歯を磨こうとする．

大便のあと拭いて出るまでに時間が長くかかり，援助
が必要である．

社会性
社会秩序
ルール

要求に応じておもちゃを整理する．
要求すると，与えられた指示に反応する．

1日の中で，自分がやるべきことを大人の指導のもと
で試すことができるように支援が必要である．

対人関係

大人に好意を示す．
要請をすれば順番を守る．
身近な大人の社会的相互作用に適切に反応する．
友だちの遊びに興味を示し，同じように遊ぶ．

一緒に遊ぶ経験がたくさん必要である．

コミュニ
ケーション

言語理解
簡単な質問を聞いて答える．
1つ以上の指示を聞いて従う．

相手の話を聞いて，続けて話を交わす経験が必要である．

言語表現

2-3単語以上の文章で話すことができる．
大人の 2-3単語の文章を真似して話す．
驚き，怒りなどの感情言語を使う．

大人の手を引っ張るなどの動作で要求や意図を表現す
ることがあり，3単語の文章で表現できるように支援
が必要である．
慣れ親しんだ感情表現以外の感情表現を知る必要がある．

認知 状況理解
1つ以上の指示に従う． 2つ以上の連続した指示を聞いて実行することに困難

を示す．

概念
10までの数を数える． 20までの数を数える見本を見せ，20以上の数を数え

てみる経験が必要である．

運動性 微細運動
描画ツールで好きな絵を描く．
5つ以上のパズルを合わせる．

クラスで行われる多様な微細運動遊びに参加する機会
が必要である．

粗大運動

ウォーキング，ジャンプ，階段の上り下りなど，
両足を自由に動かす．
戸外遊びでは遊具（滑り台，運動器具など）で遊ぶ．
大人や友だちと手や足を使ってボールでやり取り
遊びをする．

一緒に，様々な身体遊びに参加する経験が必要である．

保護者からの要求事項
－ 20以上の数を数えることができる．
－箸とスプーンの使い方を調節できる．
－友達との関わりを増やす．

表 5　I.E.P.「幼児の現状レベルの概要と発達状況」のシート
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発達領域別の目標 実行の評価

発達領域 長期目標
短期目標

9週 10週 11週 12週 1週 2週
目標行動 評価方法 指導状況

適

応

行

動

食

事

ス

キ

ル

1．カトラリーを
使って食べ物を食
べることができる．

1-1．食べ物を食べるときに「カトラリー
（スプーン，箸，フォーク）で食べよう」
と手本を見せると，手を使わずに最低 7
回以上姿勢を維持して食べ物を食べるこ
とができる．

◯ おやつの
時間，食
事の時間

1-2．毎日機会があるたびに，手を使わ
ずに 5分以上カトラリーを使って食べ
物を食べる．

2．様々な食べ物を
食べることができ
る．

2-1．おやつ／昼食時に嫌いな食べ物を
小さくすれば，70％以上ご飯または好き
な食べ物と一緒に食べることができる．

◯

2-2．おやつ／昼食時に「一緒に食べよう」
と嫌いな食べ物を指さすと，2種類以上
のおかずを最低 3回以上食べることが
できる．

社

会

性

社

会

秩

序

規

則

1．1日の中で，ルー
ルを守ることがで
きる．

1-1．遊びや仲間と集まるとき机を指さ
して「座ってみよう」と言うと最低 7分
以上座ることができる．

◯ 一日中

1-2．列に並ばなければならないときに，
複合的な手がかり（視覚的，口頭での促進）
を与えると，毎日機会があるたびに，30
秒以上友達の後ろに並ぶことができる．
1-3．遊びが終わったり，私物を片付け
るときに，その物を指さすと，毎日機会
があるたびに 5回中 3回以上，物を片
付けることができる．

2．相手と一緒に遊
ぶことができる．

2-1．相手と同じおもちゃで遊ぶとき，
大人や友だちが遊びを提案すると，遊ぶ
行動や言葉が最低 2回以上見られ，一
緒に遊ぶことができる．

◯ 室内遊び，
戸外遊び，
代替遊び

2-2．相手と同じおもちゃで遊ぶとき，
毎週機会があるたびに，その遊びの行動
または言葉が 70％以上見られ一緒に遊
ぶことができる．

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

言

語

理

解

1．相手と会話をす
ることができる．

1-1．日常生活の中で，会話をする際，
複合的な手がかり（視覚，手がかり促進）
を与えれば，相手の言葉に 10秒以内で
答えることができる．

◯ 一日中

1-2．毎日機会があるたびに，大人から
の手がかりを聞いて，少なくとも 2回
以上言葉を交わすことができる．

言

語

表

現

2．3単語以上の文
を言えることがで
きる．

2-1．日常生活の中で，言葉で表現する
とき，大人が手がかりを与えて文章を言
い直してくれれば，80％以上 3単語文
で言える．

◯ 一日中

2-2．日々，大人が手がかりを与えれば，
1日最低 3回以上 3単語文で言える．

3．自分の気持ちを
言葉で表現できる

3-1．1日の中で幼児が感じる様々な感
情を複合的な手がかり（視覚的，口頭的
促し）を与え，言えば 70％以上真似し
て話すことができる．

◯ 一日中

表 6　領域別長期目標及び短期目標
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3-2．1日の中で，感情について質問す
ると，15秒以内に，状況に合った感情
を言うことができる．

認

知

1．30まで数を数
えることができる

1-1．大人が点線の紙を与えて数字を読
んでくれれば，毎週機会があるたびに，
少なくとも 2回以上数字を書いて読む
ことができる．

◯ 一日中

1-2．絵や遊びのなかで「みんなで何
個？」と聞けば，大人の助けを借りて
70％以上，順番に数えることができる．

次
元
に
応
じ
て

2．連続する指示を
聞いて行うことが
できる．

2-1．1日のなかで，大人が視覚的手が
かりを与えれば，毎日機会があれば，
20秒以内に３つの指示に従うことがで
きる．

◯ 室内遊び

2-2．1日の中で，大人が 2つの指示を
出すと，毎日機会があるたびに 60％以
上の指示に従うことができる．

運

動

性

微

細

運

動

1．数字や文字を書
くことが出来る．

1-1．1日のうち，大人が点線，影の文
字（数字）を与え，読んでくれれば，5
回のうち 3回以上応じて書くことがで
きる．

◯ 室内遊び，
特別活動
（英語）

1-2．1日のうちで，書かなければなら
ない文字（数字）を見せて指で指せば，
70％以上応じて書くことができる．

2．様々な微細運動
遊びに参加できる．

微細運動遊び：折り紙，美術遊び，粘土，
木工遊びなど．

◯ 室内遊び，
特別活動
（美術）2-1．大人が折り紙の折り方を見せると，

70％以上，折り紙を折ることができる．
2-2．1日の中で，絵を着色するとき，
大人の助けがあれば，少なくとも 3つ
以上の色を使用できる．
2-3．大人や同年代のこともが，遊んで
いる様子を見せれば，70％以上，身体
遊びに参加できる．

粗

大

運

動

3．仲間と一緒に
様々な身体遊びに
参加できる．

3-1．様々な身体遊びをするとき，同じ
遊び道具を持って 5分以上遊びに参加
できる．

◯ 室内遊び，
戸外遊び，
代替遊び

3-2．1日のうち，大人や仲間が遊びの
手本を見せると，70％以上身体遊びに
参加できる．
3-3．遊びの時，友達に「一緒にやって
みる」と言われたら，毎週機会があるた
びに 3回以上遊び空間を移動して共に
遊ぶことができる．

行動支援案 友だちの遊びに興味を示したら，すぐに遊びに参加し，許可を求めることができる．
表現など自分の要求表現を多様に使いながら一緒に遊べるように支援が必要．
1日中，クラスのなかで自分がやるべき行動について繰り返し指導することで，自分自身に自信を持て
るようになる．

家庭連携案 1週間を通して興味を示した遊びを，家庭連携活動紙を通して家庭でも遊べるようにする．
1日の中で見られた問題行動や家庭と連携すべき行動についてキッズノート（通知書）
登下園の際，電話を通じて家庭でも園と一貫して支援できるように話をする．

（出典：柳（2022）．シンポジウム発表資料を元に筆者が作成）
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　また，一日の中で見られた問題行動や家庭と連携すべ

き行動について，登下園時，電話を通じて家庭でも園と

一貫して支援できるように話し合い，方法を一緒に決め

て支援する．

　また日課遂行評価表を立案し，個別化教育計画案の目

標をより日々の生活の中で自然に実践できるように計画

し，週ごとに遂行度評価を通じて進捗状況を確認するも

のである．この日課遂行評価表は保育日誌とも連動して

いる（表 7）．

④保育日誌

　毎日または週ごとに記録する保育日誌である（図 3）．
改訂ヌリ課程によって遊び中心の日課が行われ，教師は

子どもの一日の日課の中で I.E.P.と連携していく．例

合，目標行動として，1-1．食べ物を食べる時「カトラ
リー（スプーン，箸，フォーク）で食べよう」と手本を

見せると，手を使わずに最低 7回以上姿勢を維持して
食べ物を食べることができる．」といった具体的な姿を

記入する．

　不適切な行動がある場合は，個別化教育計画案の最後

に「行動支援案」と，一学期の間，「家庭との連携案」

についても保護者と協議するようにする．

　例えば，「行動支援案」として，「友だちの遊びに興味

を示す様子が見られたら，すぐに遊びに参加し，自分の

要求表現を多様に使いながら，一緒に遊べるための支援

が必要．」と記入する．その際の「家庭との連携案」と

しては，「興味を示した遊びを家庭でも遊べるように知

らせる．」と連携内容を記入する．

IEP 目標
ルーティン／活動 評価

登園と
降園

トイレの
使用

室内遊び 戸外遊び
昼食と
おやつ

移動 特別活動 週（月／日）実行 備考

適応行動

2-1．嫌いな食べ
物 70% 以上一緒
に食べる V

1週（11/4） △
2週（11/11） △
3週（11/18） △
4週（11/25） ◯

社会性

1-1．一日の日課
の中で 7分以上座
り続ける V V

1週（11/4） ◯
2週（11/11） ◯
3週（11/18） ◯
4週（11/25） ◯

コミュニ
ケーション

2-1．複合的な手
がかりを与えると
10秒以内に答え
る

V V V V V V V

1週（11/4） △
2週（11/11） △
3週（11/18） △
4週（11/25） △

認知

1-1．数字を読み、
2回以上一緒に読
む V V

1週（11/4） △
2週（11/11） △
3週（11/18） ◯
4週（11/25） ◯

運
　
動
　
性

巧緻
運動

2-3．様々な小手
先の遊びを 3回以
上する V

1週（11/4） ◯
2週（11/11） ◯
3週（11/18） ◯
4週（11/25） ◯

粗大
運動

3-2．仲間が示せ
ば 70% 以上参加
する V

1週（11/4） △
2週（11/11） △
3週（11/18） ◯
4週（11/25） ◯

備考 ◯

表 7　11 月 △ △ △ △ IEP 日課遂行評価表（遂行度評価），（v で表示）遂行度（○ / △ / □）

（出典：柳（2022）．シンポジウム発表資料）
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［IEP目標：2-1，3-1］（表 6）▶ 遊びの様子：コマを
回すよ（図 3　四角の囲み部分）
　周りで友だちがはめ込み式のブロックで遊んでいる

と，△△が歌の出る遊び道具で遊びながら，目を近づけ

てブロックが回る様子を見つめる．

＂△△ちゃん，すごく速く回るね＂と言いながら何個も

回し続けると，指で触って止めてみる．

えば，外遊びの状況を通して，粗大運動 3-2「遊びの手
本を見せると 70％以上参加する」とコミュニケーショ
ン 1-1「複合手がかりを与えると 10秒以内に答える」
の目標（表 6）と連携して支援し，その達成度を観察す
る．

　実際の保育日誌に記載される内容は以下の通りであ

る．

図 保育日誌（出典：柳（ ）シンポジウム発表資料）

[IEP目標:サ2-1,の3-1] ▶遊び状況：コマを回すように回す 

周りで友だちがはめ込みブロックで遊んでいると、△△が歌の出るおもちゃで遊んでいると、目を近

づけてブロックが回る様子を見つめる。"△△あーめっちゃ早く回るね"と何度も何個も回し続ける

と、指で触りながら止めてみる。再び胴体部分をつかんで自分で回して「わぁ△△が一人でもよく回

るね」と言いながら、新しい回し方を実演すると、繰り返し回しているうちに蛇口をつかんで回すこ

とができるようになった。「こうしたらもっと速く回るね、面白いね」と言うと、「面白いね」と笑いな

がら体を揺らし、「ぐるぐる」と言いながら、複数のものを同時に回そうとする。→ 遊び支援ブロッ

クの回し方を実演し、遊び支援感情を言葉で表現させる。 

[IEP目標：対3-2,の2-1] ▶ 遊び状況：屋上遊び場 

友達を追って靴を持って上がってくる。"△△ちゃん、一緒に上がろう"と言うと、友達を追いかけ

る。登って靴を履いて遊びを始める。友だちが砂遊びをしていると、中に入って砂遊び道具を探し

て土を掘ったり、周りにあった恐竜を見つけて土の中に入れてみたり、恐竜で遊んだりする。周り

の友達が砂遊び道具に土を入れるとくるくる回るのを見て△△が近くで見て、友達が使っていない

時に「△△ちゃん道具を使う。やってみる？」と手がかりを与えると、「道具したい」と座って土をシ

ャベルでかき集め、道具を用意し使って遊ぶことができた。→ 遊び支援 友達と一緒に外遊びに参

加できるようにする。 

 

図 3　保育日誌（出典：柳（2022）．シンポジウム発表資料）

［IEP 目標：2-1, 3-1］▶遊びの様子：コマを回す

周りで友だちがはめ込み式のブロックで遊んでいると、△△が歌の出るおもちゃで遊びながら、目を

近づけてブロックが回る様子を見つめる。"△△あーめっちゃ早く回るね" と何度も何個も回し続ける

と、指で触りながら止めてみる。再び胴体部分をつかんで自分で回して「わぁ△△は一人でもよく回

せるんだ」と言いながら、新しい回し方を実演すると、繰り返し回しているうちに蛇口をつかんで回

すことができるようになった。「こうしたらもっと速く回るね、面白いね」と言うと、「面白いね」と

笑いながら体を揺らし、「ぐるぐる」と言いながら、複数のものを同時に回そうとする。→ 遊び支援　

ブロックの回し方について見本を見せ、感情を言葉で表現させる。

［IEP 目標：3-2, 2-1］▶遊びの様子：屋上の遊び場

友達を追って靴を持って上がってくる。"△△ちゃん、一緒に上がろう" と言うと、友達を追いかけ

る。屋上に登って靴を履いて遊びを始める。友だちが砂遊びをしていると、中に入って砂遊び道具を

探し土を掘ったり、周りにあった恐竜を見つけて土の中に入れてみたり、恐竜で遊んだりする。周り

の友達が砂遊び道具に土を入れ、くるくる回すと、△△が近くで見ている。友達が使っていない時に

「△△ちゃん道具を使う。やってみる？」と手がかりを与えると、座って土をシャベルでかき集め、

道具を使って遊ぶことができた。→ 遊び支援　友達と一緒に外遊びに参加できるようにする。
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ニジップの情報交流と相互協力事業の推進，障害児統合

オリニジップ関連機関との連携及び地域社会ネットワー

クの構築，障害児統合関連保育政策及び制度改善提案を

通じた障害児統合保育の中身の構築などが挙げられる．

②全国障害児統合オリニジップ協議会の組織と活動

　協議会は，政策分科，広報分科，教育分科の 3つの
分科で構成されている．

　まず，政策分科は，政府及び立法単位に制度と政策を

提案する部門である．具体的には，乳幼児保育法及び保

育事業案内の改正，改善活動，障害児統合保育政策提案

及び懸案問題解決のためのガイドマニュアルの策定，乳

幼児保育士の資格問題と障害児保育教師の専門性確保の

ための解決策の検討，保健福祉部・立法単位で提示する

障害児統合保育政策に対する対応活動などである．

　障害児統合保育の発展のために国会前で集会を行った

り，主に保健福祉部と市・郡・区の自治体担当者と政策

提案をしたりしている．障害児統合保育・保育政策及び

制度改善の提案では，具体的な実践として，毎年国会で

障害幼児の義務教育権の実行や保幼統合の件などのテー

マで大規模な討論会を実施し，毎年障害統合政策提案書

を通じて制度改善を主導している．

　次に，広報分科は，協議会内外の広報活動のための部

門である．ホームページ管理及び協議会内外広報のため

の活動を行ったり，連合会広報物の制作及び配布を行っ

たりしている．また，協議会主催及び協力行事へのボラ

ンティアに参加したり，各分科の事業広報を行ったりし

ている．

　最後に，教育分科は，教師，園長，セラピストなどの

教育のための部門である．園長，障害乳幼児教師，障害

児担任のための教育支援や園長，障害乳幼児教師，セラ

ピストなどの力量強化教育などを行っている．

　その他に，障害児統合保育園の情報交流と相互協力事

業として，教職員と園長の情報交流と見識を広げるため

に，国内では年 1回園長ワークショップを行いヨーロッ
パやアメリカなどインクルーシブ保育の先進国の海外研

修を行なっている．

　障害児担当教職員の専門性と資質向上のための事業と

して，障害児担当教職員の専門性と資質向上のために定

期的に教育を実施し，その中でも毎年 1回，会員施設
を対象に優秀事例の公募を行い，表彰とともに現場に普

及させている．

　また胴体の部分をつかんで自分で回し，「へぇ，△△

ちゃん一人でもうまく回すんだ」と言いながら，新しい

回し方を教えると，繰り返し回しているうちに，蛇口を

つかんで回すことができるようになった．「こうしたら

もっと速く回るね，面白いね」と言うと，体を揺らして

「面白いね」と笑い，「ぐるぐる」と言いながら複数のも

のを同時に回そうとする．

　このときの遊び支援としては，I.E.P.と連携し「ブ
ロックの回し方について見本を見せ，感情を言葉で表現

させる．」支援が行われる．各領域の目標と連携して支

援し，I.E.P.の達成度を観察していく．

（4）全国障害児統合オリニジップ協議会

　ここからは，障害児統合オリニジップを支える全国障

害児統合オリニジップ協議会（以下，協議会と呼ぶ）に

ついて報告する．

①全国障害児統合オリニジップ協議会の設立

　全国障害児統合オリニジップ協議会は，障害児福祉支

援法をきっかけに，統合保育所に対する情報交流と活性

化のために，障害児統合オリニジップの園長たちが

2012年 6月 19日に設立した．ソウル，京畿，仁川，
釜山，済州などに支部があり，全国 805ヶ所のオリニ
ジップが会員である（2022年現在）．
　協議会は，障害児と健常児との交流，保育教職員の成

長，家族コミュニティの支援，連帯を通じて互いに共有

すること（価値実現の共有）を重要視している．

　まず，障害児と健常児の交流では，障害乳幼児中心の

安全な保育環境づくり，健康な成長発達のための保育プ

ログラム開発及び支援，社会的認識改善を通じた障害統

合を尊重する文化形成のための活動を行っている．

　次に，保育教職員の成長については，障害児統合担当

保育教職員の教育及び研修を通じた専門性の向上，障害

児統合オリニジップの優秀事例コンテストを通じた良質

の保育事例の開発，障害統合保育教職員のための処遇改

善策の策定といった活動を行っている．

　そして，家族コミュニティ支援については，障害児の

親の能力強化のための養育プログラムの実施，障害児家

族のためのヒーリングプログラムの実施，地域社会にお

ける遊び及びイベントの支援，障害児の親組織のための

自助会の支援などを行っている．

　最後に，価値実現の共有については，障害児統合オリ
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の健康的な成長及び社会参加，家族を支援するために障

害児童福祉支援法が制定された．同法により統合保育の

質的向上を目指して障害乳幼児のための保育教師が制度

化された（韓国保育振興院 2020）．なお，韓国保育振興
院（2020）は，障害乳幼児のための保育教師を「保育
園に通う障害乳幼児の特別なニーズに応じた支援が統合

的に提供されるように，専門性の高い保育サービスを提

供する保育教師」と定義している．

（2）障害乳幼児のための保育教師の資格要件

　障害乳幼児のための保育教師になるためには，乳幼児

保育法（第 21条第 3項）に基づく保育教師 2級以上の
資格を所持した者で，下記【表 8】の特殊教育またはリ
ハビリテーション関連教科目 8科目（24単位）を履修
する必要がある．

表 8　特殊教育またはリハビリテーション関連教科目 8 科目

教科目

特殊教育学概論，（特殊児）統合教育，個別化教育計画，言語治療学
概論，障害乳幼児教授方法論，特殊児（障害児）父母教育論，特殊
児行動指導，精神遅滞児教育，聴覚障害児教育，情緒障害児教育，
学習障害児教育，肢体不自由幼児教育，言語発達障害児教育，自閉
障害教育，特殊児相談及び家族支援，特殊教育測定及び評価，視覚
障害児教育，障害児童保育論，感覚障害児教育，特殊教具教材制作，
障害児保育実習，障害児保育教師論，発達遅滞乳幼児早期介入

単　位 8科目（24単位）以上

（3）障害乳幼児のための保育教師の教科目について

　韓国の保健福祉部は，障害乳幼児のための保育教師を

養成する大学等で上記【表 8】の特殊教育又はリハビリ
テーション科目の内容を定める際に，基準とすべき指針

を出している．その指針において示す各教科目の概要は

下記の【表 9】のとおりである．
　以下では，【表 9】記載の教科目の 1つである「特殊
児統合教育」を取り上げて，紹介する．

表 9　特殊教育又はリハビリテーション科目

科目名 概　　要

特殊教育学概論

保育現場で障害幼児のための特殊教育を実行する教師が知る
べき基本的な特殊教育関連知識を習得することを目的とし，
発達遅滞をはじめ，各障害別特性，特殊教育関連基礎知識，
各障害領域の特性に応じた基本的な教授方法を学ぶ．

特殊児統合教育

障害幼児の完全統合のために特殊教育の歴史と変化による統
合教育の流れを理解し，保育園の統合教育の実態と現状，理
論的背景，統合教育プログラムと教授方法，父母―専門家と
の協力方法を学ぶ．

個別化教育計画
障害幼児の個別の発達特性とニーズを考慮した診断評価方法
と目標設定，日課と活動に目標を入れて実行評価する個別化
教育計画（IEP）について学ぶ．

言語治療学概論
言葉・言語の算出及び発達過程，意思疎通障害に関する理論，
診断及び評価，障害幼児の意思疎通能力向上のための多様な
アプローチ方法について学ぶ．

障害乳幼児教授
方法論

障害乳幼児の発達及び障害特性に応じた教授・学習の概念と
教授学習方法の種類について調べ，発達領域と関連技術領域
に応じた教育課程構成と教授法の実際の適用について学ぶ．

③全国障害児統合オリニジップ協議会の成果

　2012年に設立して 10周年を迎えた協議会の成果は，
以下の７項目である．

a）2012年 400ヶ所から 2022年 1,300ヶ所まで障害児
統合オリニジップが拡大した．

b）障害児統合クラスの補助教師の配置を導き出し，保
育の質を高めた（1クラスに 1人の補助教師を配置）．

c）0歳児乳児保育料と同じ金額で設定された障害児保
育料を別途引き上げた．

d）特殊教師手当を一般保育教師より 40万ウォン引き
上げ，障害児担当教師の処遇を個性化した．

e）障害児オリニジップの指定施設の障害乳幼児保育士
全員に資格手当を付与し，専門性を高め，障害乳幼

児と接するために必要な基本的な資格を持たせるよ

うにした．

f）教職員に保健福祉部及び関連連携機関の受賞などで
奨励し，教職員の権益を拡大した．

g）園長以外の障害関連者で社会的協同組合を設立し，
保護者教育プロジェクトなどを実施した．

④障害児統合オリニジップ協議会の意義

　最後に，協議会の活動の意義を考えてみる．

　第 1に，単なる脆弱保育から脱却し，障害保育教職
員の成長を助け，障害児統合の活性化に貢献した．

　第 2に，障害児統合オリニジップの活性化を通じて
「完全統合」の障害者認識改善を先導した．

　第 3に，障害者関連団体と協力し，障害児保育のた
めの法と制度の改善を実現した．

　第 4に，障害乳幼児の義務教育実施のための保育一
元化推進に努めた．

　以上の結果から，保育統合政策を貫徹することができ

たことに意味があると考える．

（翻訳：金 仙玉）

2）韓国の障害児保育士養成について

－障害乳幼児のための保育教師を中心に－

金 仙玉（愛知みずほ短期大学　現代幼児教育学科）

（1）はじめに

　まず，障害乳幼児のための保育教師が制度化された背

景について簡単に述べる．韓国では 2011年 8月に障害
児の福祉的ニーズに応じた支援を統合的に行い，障害児
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③内容

表 10　統合教育科目の内容

大区分 小区分 重要概念 主な内容
統合教育の
理解

特殊教育の歴史と動
向

・ノーマライゼー
ション
・脱施設化
・最小制約環境

・統合教育の定義と
概念（用語）の変
化
・統合教育の必要性
・統合教育の方向と
指向点理解

統合教育の正当性 ・統合教育の根拠 ・統合教育の法的正
当性
・統合教育の社会  倫
理的正当性
・統合教育の教育成
果的正当性

統合教育の現状 ・障害乳幼児の保育
政策
・実態と現状

・統合教育関連法
・障害乳幼児の保育
政策及び制度
・統合教育の実態と
現状

統合教育の意義 ・統合教育の意義
・統合教育の妨害要
因

・障害乳幼児への影
響
・一般乳幼児への影
響
・父母への影響
・社会への影響

統合教育課
程の運営

統合教育のための環
境作り

・社会的統合 ・一般乳幼児の障害
理解と受容
・障害乳幼児の社会，
コミュニケーショ
ン能力
・相互作用を促進す
るための教授活動

統合保育の基本原理 ・普遍的統合 ・質の高い保育課程
運営
・一般保育課程中心
のアプローチ
・個々の障害乳幼児
中心のアプローチ

保育課程運営 ・標準保育課程
・ヌリ課程

・ヌリ課程の障害幼
児適応
・個別化教育計画の
包含
・一般保育課程の修
正

個別化教授 ・短期教授目標
・活動，技術図表

・個別教授目標の選
定
・日課中に目標練習
の機会を整える
・目標技術の直接教
授

統合教育の
教育的支援

教授方法 ・活動中心の挿入教
授

・活動参加のための
教授戦略
・発達領域別教授戦
略
・活動修正方法及び
戦略

障害別教授戦略 発達遅滞／知的障害
／自閉性障害／遅滞
障害／情緒・行動障
害／聴覚障害／視覚
障害／意思疎通障害

・障害特性に応じた
目標修正
・活動の単純化及び
具体化
・教材修正
・活動方法修正

行動指導 ・肯定的行動支援 ・行動指導の原理
・行動支援計画と実
行
・行動支援の評価

統合教育の
環境支援

保育施設の環境 ・アクセス性と移動
性
・環境構成と空間構
成

・領域別アクセス性
点検
・物理的環境点検
・社会的環境点検

専門家協力 ・父母協力
・専門化協力
・地域社会協力

・父母協力及び家族
支援の必要性
・専門家とのチーム
協力
・地域社会との協力
的アクセス
・pull-inサービス

④教科目の適用時の留意点

・教師は，授業中に学習者が互いの視点を理解できるよ

うにテーマ関連の討論授業を進め，統合に対する信念

特殊児（障害児）
父母教育論

父母教育の歴史と理論を学び，多様な父母教育プログラムを
考察した後，特殊児（障害児）親の力量強化のために，子ど
もの発達段階に応じた父母の役割と相互作用方法を学び，父
母の心理的特性に応じて必要な支援を学ぶ．

特殊児行動指導
行動修正の原理と方法を通じて人間の行動を理解し，クラス
管理に必要な技術と能力を強化するために，肯定的行動支援
の価値と哲学，機能評価，行動支援戦略を学ぶ．

精神遅滞児教育

精神遅滞児（知的障害児）の定義と診断評価体系，原因，特
性，認知的および適応行動支援，自己決定，地域社会中心教育，
意思疎通仲裁，補助工学の活用，性教育，家族支援などにつ
いて学ぶ．

聴覚障害児教育
聴覚障害の定義と原因，予防と診断，聴覚障害の程度に応じ
た発達特性と指導方法について学び，これらのための支援体
系，補助具などについて学ぶ．

情緒障害児教育
さまざまな種類の情緒障害児を理解し，情緒障害別の定義と
原因，発達特性，指導方法，そして様々な状況での行動仲裁
方法について学ぶ．

学習障害児教育

学習障害の定義，医学的側面と認知的，言語的，社会的，情
緒的特性，学習障害児の評価，学習（読み書き，数学など）
においてみられる特性，行動仲裁，工学的アプローチなどを
学ぶ．

肢体不自由児教育
肢体不自由児の特性，肢体不自由児の運動発達の特徴と仲裁，
肢体障害の下位障害領域の障害児の特性と治療及び保育指導，
補助工学適用における考慮，重複障害児の指導などを学ぶ．

特殊教育測定及び
評価

障害及び乳幼児の障害の早期発見のための選別と個別化教育
計画作成のための診断・評価方法を学び，進捗点検のための
多様な遂行評価を通じて診断と教授の連続体系を開発し，プ
ログラム評価を学ぶ．

障害児童保育論
障害児保育の意義と関連法，障害児保育に関する環境構成と
保育課程運営の要素，父母を含む障害児保育関連者の協力的
アプローチに対する実際を学ぶ．

①概要

　（特殊児）統合教育科目は，障害幼児が保育園の日課

や活動に同等に参加できるように，障害乳幼児のための

保育教師が知るべき理論と知識を学習することに目的が

ある．保育園で統合教育が成功的に実行されるために

は，教師の教授方法と実行力のみならず，統合に対する

構成員たちの肯定的な態度と認識が非常に重要である．

本科目では，特殊教育の歴史と変化，保育園の統合教育

の実態と現状を把握し，統合教育の正当性を理解し，統

合教育の理論的背景に基づいて統合保育プログラムと多

様な教授方法を探索し，父母及び専門家との協力方法を

模索する．

②目標

・特殊教育の歴史と変化を理解し，統合教育の定義と概

念，必要性，統合教育の方向性と志向点を知る．

・障害児統合教育の法的背景，政策，制度を通じて韓国

の統合教育の実態と現状を確認する．

・統合教育の理解を通じて，多様性を考慮した統合保育

プログラムを開発する．

・統合教育の成功のために，父母協力，専門家協力，地

域社会との協力方法を模索する．
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Integration（統合）の意味は，お互いの違いを認識し
統合（integration）するのではなく，お互いを自分た
ちの一部と認識する inclusion'ゼロ，異なる二つの集団
を合わせて 1つにしていくという二元論的視点が土台
となっている．したがって，韓国でいう「統合」とは，

障害のある子どもと障害がない子どもとが 1つとなる
プロセスではなく，元々 1つであることを確認し，受
容するプロセスである（ソンら，2017）ため，「統合保
育」という用語を使用している．

　韓国の統合保育の動向を概観すると，サラマンカ声明

で宣言された内容を忠実に進めていると思われる．韓国

では，インクルージョンに向けて，物理的な環境だけで

はなく，適切なプログラムとカリキュラム，保育者の専

門性によって教育的成果が得られるとの考えのもと，全

国障害児統合オリニジップ協議会が牽引して改革が進め

られている．

　今回のシンポジウムの報告は特に，保育方法や評価に

関することを中心であったが，韓国では保護者教育もイ

ンクルージョンにとって重要な課題として挙げている．

　韓国の統合オリニジップでは，入園時に保護者オリエ

ンテーションの説明を行う．ここでは，障害のある子ど

もの保護者も障害のない子どもの保護者も同じ保護者プ

ログラムに参加する．この保護者プログラムの目的は，

障害のない子どもの保護者には統合オリニジップと統合

教育に対する理解を促し，障害のある子どもの保護者に

は，障害のない子どもの保護者との交流の機会の提供

と，統合教育プログラムだけではなく，園全体の方針や

活動について理解を促すことにある．本シンポジウムで

報告があった A園では，その活動を 20年間続けている．
しかし，この保護者プログラムは，統合保育や園への理

解だけではなく，インクルージョンを達成するプロセス

の中で，保護者か子育てに関する問題についても同時に

網羅していく点である．保護者プログラムがうまく機能

したときには，障害のある子どもの保護者と障害のない

子どもの保護者が交流する中で，保護者同士がそれぞれ

の姿から学び取り，自分の子育てに活かすことができ，

結果として子育ての問題について保護者が解決策を見つ

ける助けになっている．

　インクルーシブ保育とは，保育者と子ども，子ども同

士の関係に留まらず，その保護者，地域社会，行政など

も巻き込みながら，共生社会を目指す力動的なプロセス

であると，改めて韓国の事例から学ぶことができた．

を確立できるようにする．

・統合教育プログラムに適用できる出版された障害乳幼

児プログラムを紹介する．

・一般幼児のための障害理解教育は，反偏見教育の次元

で行われるようにする．

・障害乳幼児のための保育教師の実務能力を高めるため

に，成功した統合保育プログラムの事例を紹介し，統

合プログラムを作成して実行する練習の機会を提供す

る．

（4）おわりに

　2011年の障害児童福祉支援法制定よって障害乳幼児
のための保育教師が制度化され，その数も増えており，

統合保育の実践を担っている重要な存在になっていると

いえる．今回は障害乳幼児のための保育教師の資格基準

や資格取得のために学習する科目に関する紹介にとど

まったが，今後は統合保育において障害乳幼児のための

保育教師が果たしている役割や実践上の課題についても

検討し，機会があれば報告を通して皆さんと韓国の統合

保育の動向を共有したい．

4．質疑討論
　シンポジウムでは十分な討論まで発展しながったが，

シンポジウム後のアンケートも含めると，あまり知られ

ていない韓国のインクルーシブ保育について知ることが

できたことや保育者の処遇など日本の保育への示唆が得

られたという意見が出された．特に，障害者団体と協力

して運動を起こし，法制度を変えていき，保育者の処遇

をより良くしていく姿勢に対する意見が寄せられた．現

在，日本でも保育者の処遇改善が問題とされているが，

韓国の報告を聞いて，より強く保育者の処遇改善を訴え

る必要性を感じたといった意見が出たことに対し，本シ

ンポジウムを開催した意義を感じた．

5．おわりに
　1994年にサラマンカ声明が採択されてから約 30年
経つが，韓国では，制度や方法などハードもソフトも着

実に進めていることを感じた．各国によって，インク

ルーシブ保育の方向性や進度が異なることを再認識し

た．

　韓国では，「インクルーシブ保育」という言葉を使用

しない．あくまでも「統合保育」である．しかし，
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　今後の課題としては，日本ではどのようにインクルー

シブ保育を展開していくのか，様々な国の事例から示唆

を得ていく必要があるだろう．

注
１）韓国でいう「統合保育」は日本での「統合（integration）

保育」ではなく，インクルーシブ保育と同様の意味で使用
される．
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